
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

H29
目標

合計

施策展開

148 139

03,648 2,074

後継者不足や消費行動の多様化により商店街の空き店舗増加及び活力低下が全県的な課題の中、次代を担うキーパーソンの人材育成
に積極的に取り組むとともに、地域一丸で継続的に取り組む計画策定や各種事業を支援することで、地域の核となる商店街が地域の特
色やニーズ等を活かし、商業機能以外の面でも消費者の期待に応えられる新しい商店街の創造及び活性化を目指す。

【平成26年度商店街実態調査結果（前回調査：平成23年度実施）】
県内商店街数：241（前回調査比△1商店街）　　景況感：前回調査時から「衰退」と回答した商店街が57.7％（前回調査比+3.2ポイント）
空き店舗の状況：8.8％（前回調査比＋0.3ポイント）

・事業実施：平成27年度策定の県内２箇所において「商店街創造計画」に基づき自立・継続に向けた事業の適切な実施
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目標 成果

創造計画策定箇所(箇所)

事業実施個所数

外部有識者による事
業評価点（平均点）

未達成

成果目標の達成状況

項目 H26末

2

2

70 70 -

- - -

-

-

達成状況

-

-

Ｈ28

（単位：千円）　

H28 H29

（当初） （決算） （当初）

直接
キーパーソン人材育成のための講習会・研修等やアド
バイザー派遣にかかる報償費・費用弁償等

3,500 1,935

2

29年度

当初予算 4,871
H27末

成果目標・
事業内容

項目 実施方法 H28事業実績

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

補助金
商店街創造計画に基づく事業実施に資する経費を補
助（２箇所）商店街人づくり事業・商店街

創造支援計画に基づく事業

事業番号 07 02 02 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 地域の特色を活かした商店街創造支援事業費 担
当
課

部局 産業労総部

課・局・室 創業・サービス産業振興室

1 活力ある商業・サービス業の振興 実施期間 H25 ～ H28

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

「中心市街地再生支援事業」の成果を他地域へ普及させるとともに、各地域の核となる人材の育
成及び全県的なネットワークづくりを行う必要があるため

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail service@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
1-5 地域の暮らしを支える産業振興

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

0

4,871 3,648

前年度繰越

補正予算

3,648 0

0 0

3,648

合計（A) 4,871

概　算
人件費

0.30 0.20

2,483

3,013 2,074

Aの
財源

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

本事業はモデル的で発展性のある事業に対する経費の補助が目的であるために、平成27年度に計画を策定した２箇所について実施し
た。
当初計画通り本事業は今年度で終了とし、空き店舗の解消及び魅力的な個店創出のため、創業の観点も含めて引き続き商店街振興の
支援に取り組んでいく。

目標に対
する成果
の状況

活動2年目となる２団体（松川町、阿智村）について、前年度に策定した計画の実現に向けて、必要な助言を行った。外部有識者による事
業評価においては、取組の「実現性・有効性」、「モデル性・発展性」が評価されず、目標未達成となった。

 概算事業費（B（A）+C） 5,496 3,657 0

1,583 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

達成4 2

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
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